
持続可能なこどもの
未来を�共創”する
ICT教育を通じた社会貢献のご提案



ごあいさつ

すべての⼦どもに、ICTの学びを。
PICO（全国ICT教育推進協会）は、ICTを通じてすべての⼦どもたちが、

⾃分らしく学び、⽣きる⼒を育める社会を⽬指しています。

地域差や障害、家庭の事情などによって、
ICTにふれる機会が限られる⼦どもたちにも、�

やさしく届く教育のしくみをつくることが、私たちの役割です。

教材や検定、特別⽀援への対応、地域との連携などを通じて、�
教える⼈も、⽀える⼈も、そして学ぶ⼦どもたちも、

安⼼してつながれる環境を広げていきます。



01｜現状

広がる�⼦ども⽀援”の社会的ニーズと市場
⼦どもたちの教育・成⻑・多様な学びを⽀える領域は、��
今、社会課題のひとつとして強く注⽬されています。

SDGs
「質の⾼い教育」
「不平等の解消」

への注⽬�

企業のCSR
ESG投資の拡⼤

⾃治体
教育機関との
官⺠連携の増加

ICT教育
デジタル⼈材育成
への国の予算強化



01｜現状

「⼦ども」「教育」「ICT」はそれぞれ単独でも⾼い社会的価
値を持つテーマですが、それらを横断的に結びつける仕組み
は、まだ⼗分に整っていません。

だからこそ、私たちのような団体の役割が求められており、��
今後ますます�共に取り組む価値”が⾼まっていく分野で
す。



02｜問題提�

⼦どもたちの�未来”が、
持続可能でなくなっている社会。

ICTを学ぶ機会に地域差がある�

家庭の経済状況によって学習環境が異なる

障害や病気のある⼦どもが学びにアクセスできない

教育⽀援の現場が⼈⼿・知識・しくみの不⾜に直⾯している



03｜�決策

�すべての⼦供にICT教育の仕組み�を、社会の中に。

⼦どもたちが安⼼してICTを学べるよう
に、�継続的な教育モデル�を構築。

ICT教育の普及と
学びの仕組みづくり

学びの機会の提供と
格差是正

多様なパートナーとの連
携による⽀援の継続性

検定・教材・⽀援体制
障害や病気、地域差などにより学びから
取り残されがちな⼦どもたちに、場所に
とらわれないやさしい教育の場”を提供。

企業・学校・⾃治体
地域ICTクラブ

と連携し、�「⼀緒に⽀える仕組み」
を社会全体で広げていきます。

オンライン学習
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04｜そのため�り�む活動
指導者に対し未来のしくみをつくる、私たちの具体的なアクション

❶ICT学習教材の開発と提供 ❷ICTリテラシー検定の運営

❹地域ICTクラブとの連携 ❺⼦どもへの⽀援

発達段階や⽀援が必要な⼦どもにも使
えるよう、�視覚的・体感的な学びを重
視した教材を制作・公開していきま
す。

⼦どもにICTを教える⼈を増やすため、
教える⼒を育てる検定制度を整備。
�教育現場・家庭・地域で、安⼼して
ICTを伝える担い⼿を育てていきます。

❸認定マークによる教育の⾒える化

安⼼できる教育環境を「選べる社会」
の実現へ。�指導者向けにICT教育の質
と⽀援体制を評価・認定する仕組みを
導⼊していきます。

全国各地のクラブや地域団体と連携
し、ICTを活かした交流と実践の機会を
創出。�地域ぐるみで⼦どもを育てる環
境づくりに取り組んでいます。

学びの機会を失いやすい⼦どもたちに
も、ICTを通じて�つながる学び�を届け
病院・家庭・施設など、多様な学びの
場をサポートしていきます。

❻ICTに関する情報提供・発信

⼦どもたちを取り巻くICT環境や、教育
現場での活⽤事例、保護者・先⽣向け
のICT知識など、�中⽴的かつやさしい
視点で情報を発信していきます。



05｜マーケティング戦略

「共感」と「つながり」で広がる、やさしいマーケティング

このように、ただ広めるのではなく、���想いが届く・共感でつながる�マーケティングを重視しています。

私たちは、�届けるべき⼈にやさしく届く仕組み�を⼤切にしながら、��
⼦どもたちの学びを⽀える仲間を広げていくマーケティング戦略を実践していきます。

パートナー
連携による展開

WEB・SNSでの
情報発信

イベントや講座
メディア協⼒

地域ICTクラブ、��、NPO、 � 
業などとの“共�”によって情�と

��を�散 

��・��・��て��イベント
 への��・協⼒

リアルな 場での共�づくり

活動��、�材の�内、�ども
たちの声などをやさしい

トーンで発�



06｜SDGSとのつながり
“⼦どもたちの学び�を⽀えることが、世界の持続可能性にもつながる。

質の⾼い教育をみんなに

⼈や国の不平等をなくそう

ICT教材・検定制度・特別⽀援
対応を通じて、すべての⼦ども
に学びの機会を。

地域差、障害、病気などによっ
て学びから取り残されがちな⼦
どもたちへの⽀援。

パートナーシップで⽬標を達成しよう

企業・地域・⾃治体・教育機関との連携
による協働の仕組みづくり。

私たちの活動は、持続可能な社会を⽬指すSDGs（持続可能な開発⽬標）と深くつながっています。
特に以下の⽬標に貢献していきます。

教育格差を減らし、すべての⼦どもが未来を描ける社会へ。�
PICOの取り組みは、世界とつながる⼀歩でもあります。



07｜ご協賛のお願い

PICOは、すべての⼦どもたちがICTを学び、⾃分らしい未来を描ける社会を⽬指して活動しています。

しかし、この取り組みを�しくみ�として全国に広げていくためには、��
多くの⽅々のご⽀援とパートナーシップが必要です。

⼦どもたちへの教材提供や⽀援活動、ICT講座の実施、��
⽀援が必要な⼦どもたちへの機器・環境整備など�

⼀⼈ではできないことも、パートナーがいれば実現できます。

私たちの活動に共感していただける企業・団体の皆さま、��
ぜひ⼀緒に、⼦どもたちの未来を⽀える仲間になってください。

⼦どもたちの未来を、共に創ってくれる企業・団体を募集しています。

支援ではなく、
“共創”という選択を。



08｜CSRとしてのご協⼒例
PICOでは、企業のご状況に合わせた�

多様なかたちでのご協⼒を歓迎しています。

�材・物品の提供 �材の協⼒ 金�的�援 知識・技�の�援

02

パソコン・タブレット・�材など �員のボランティア・ICT�師

04

�付・スポンサープログラム ICTスキルの提供、システム構築�援

0301



09｜ご協賛のメリット

ご協賛いただいた企業・団体の皆さまには、�感謝の気持ちとともに、以下のような形でリターンをご⽤意しています。

⼦どもたちの未来を⽀えることが、企業の�未来価値”にもつながります。

Webサイト・パンフレットへのロゴ掲載

SNS・プレスリリース等でのご紹介

協賛名⼊りの教材やイベントへの掲出

活動報告書・実績レポートのご提供

CSR・ESGレポートへの活⽤素材の提供（写真・データ等）

⽀援というかたちを超えて、��共に取り組む�パートナー�として、信頼ある発信をお約束します。



10｜ご相�・問�せ

https://pico.or.jp/partner/donate/

全国ICT教育推進協会

090-8855-2889 �(対応時間：平⽇9時〜17時)
info@pico.or.jp

必要情報を⼊⼒し、ご希望のプランを選択後、お申込みください。

ご不明点があればお問い合わせください。

サイトからのご寄付

ご相談・問い合わせ



11｜さいごに

PICOは、すべての⼦どもたちがICTを通じて��
“学び�と�つながり�を感じられる社会を⽬指しています。

その実現には、私たちだけではなく、��
共に歩んでくださる仲間の存在が⽋かせません。

企業・団体・地域の皆さまと⼒を合わせて、��
教育を通じた社会貢献の新しいかたちを広げていけたらと願っています。

⼦どもたちの未来を⽀えるパートナーとして、��
ともに歩んでいただけることを、⼼よりお待ちしています。

⼦どもたちの未来を、�仕組み�から⽀えるために。



〒150-0041�東京都渋⾕区神南1-11-4�FPGリンクス神南�5階

info@pico.or.jp
https://pico.or.jp


